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受験の動機　－個人の経験から、体系知による「再現性」を求めて－

　私は生保系IT企業にて、ビジネス側の意図を深く汲み取り、現場に即したIT仕様へと落とし込むビジネスアナリスト（BA）と

しての役割を担ってきました。

　日々の業務の中で強く感じていたのは、「システム開発の本質的な価値は、ユーザーのビジネス価値に直結していなければ

ならない」ということです。しかし現実には、上流工程の進め方は担当者個人のスキルや現場独自の慣習に依存しており、手

法の属人化にもどかしさを感じていました。

　BAとしてのキャリアを積み、自身の経験を振り返る機会が増えたことで、「より確実かつ再現性を持って、ビジネスに貢献で

きる手法はないか」という問いが一層、切実なものとなりました。模索する中で出会ったのが、世界中の実務知見が体系化さ

れた『BABOK®』です。これまでの実務経験を客観的に見つめ直し、グローバルスタンダードな知見を携えたスペシャリスト

へと昇華させたいと考え、その最高峰であるCBAP®への挑戦を決意しました。

受験までのスケジュール　－好機を逃さず、２ヶ月の短期集中で合格へ－

　折良く、社内でBABOK®をテーマにしたEラーニングを受講できる機会に恵まれました。この機を逃さず、学習の勢いをそ

のままに集中して取り組むのが最善と考え、約２ヵ月という短期間での挑戦を決めました。

申請準備・手続き　－監査（Audit）を見据えた整合性とAI活用術－

　幸いにも監査（Audit）対象にはなりませんでしたが、いつ選出されても冷静に対処できるよう、業務経験時間の入力には実

務との整合性を強く意識しました。また、ハードルの高い業務内容の英文作成については、AIを効率的に活用して精度を高め

ています。



【知識エリアの解像度を高める「構造的学習」】

【未知の問いへの対応力を磨く「広域演習」】

学習とリソース　－自作メモとAI壁打ちで掴むBA思考－

　BABOK®の膨大な知識体系を「腹落ち」させるカギは、情報の整理と独自の解釈にあると考えます。

私は、自作メモを用いた知識の構造化で土台を作り、AIとの壁打ちによる概念の具体化により解像度を高めることで、BAの

思考プロセスを自分の中に定着させました。

　短期間で合格を勝ち取るための教材の位置づけと、学習を習慣化させるためのポイントをまとめます。



【試験当日のレポート】

【戦略編：時間配分と回答】

2026年2月27日

後藤　羊奈子

【合格後の変化】

　試験を通じて、自身の視点が社内業務から「ビジネスアナリシスのグローバルスタンダード」へと大きく広がりました。IIBA

®日本支部をはじめとする社外コミュニティへの関心も一層高まり、体系的な学びを得たことで、これまで以上に広い視野で

物事を捉えられるようになりたいと、気持ちを新たにしています。

【これから受験する方へのメッセージ】

　申請から試験当日まで、一貫して「戦略」と「準備」の重要性を痛感した受験期間でした。BABOK®の広範な知識体系も、丁

寧に紐解き、粘り強く向き合うことで必ず合格へと繋がります。私のこの経験が、高い志を持って挑戦される皆さまの確かな

一助となれば幸いです。

試験センター・試験形式・当日戦略とメンタル　－迷いを断つBABOK®思想と時間管理－

・問題構成の把握

　前半40問強がケース問題（長文）、後半80問弱が単発問題の構成でした。

・ペース配分

　「前半の長文に時間を使い、後半で巻き返す」作戦。

　長文はまず設問を読み、本文を全て読まずに解答可能か判断することで時間を節約しました。

・見直しの精度

　1巡目終了で残り40分、2巡目終了で残り8秒。

　最後まで諦めず、2択で迷った際は「よりBABOK®の思想（マインドセット）に近い方」を選択しました。

・メンタル維持

　開始2時間（80問付近）で集中力が途切れましたが、「ここが踏ん張りどころ」と自分を鼓舞してやり切ることが重要です。

合格後の変化とメッセージ


